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研究成果の概要（和文）：　本研究は、呪術の担い手（呪者）による施術の効果が、当事者たち（呪者やそのク
ライアントなど）にいかなる形で効果のあるものとして受け容れられているのか（あるいは、いないのか）を、
東南アジアとオセアニアを研究対象地域として明らかにしようとした。その結果、施術の現場で使われるモノや
それを介して当事者たちが感受する感覚とならんで、感覚が当事者たちに共有されてゆく際などに用いられる言
葉がきわめて重要であること、そうした言葉のなかでは生物医学的・科学的な概念や物語が無視し得ない役割を
果たしていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study sought to clarify how the effects of the magical practices of the
 practitioners are (or are not) accepted as effective by the people involved in South-east Asia and 
Oceania as the study area. As a result, it became clear that, in addition to the things used in the 
practice and the senses that are obtained through them, the role of the language used when the 
senses are shared socially is extremely important, and that biomedical and scientific concepts and 
stories occupy a certain weight in such language.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、近年の文化人類学的呪術研究が取り上げてこなかった事象（生物医学・科学と呪術の関係）や問い
（呪術の効果はいかなる形でリアリティをともなったものとして社会的に受容されているのか）に焦点を当てた
点、および呪術の効果の社会的受容に迫る際にモノ、感覚、言葉の三者関係に着目するという従来の研究にない
視点に依拠した点において、学術的独自性の高いものであった。また、そのような学術的意義だけにとどまら
ず、VUCA時代の現代世界に遍在する呪術的思考・実践の適切な理解にも貢献し得る点で、社会的意義も併せもつ
ものであったと言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究は呪術に関する文化人類学的研究である。研究開始当初においてこの分野の研究の中

心的な位置を占めていたのが、アフリカを主たる研究対象地とした「呪術とモダニティ」論であ
った。P. Geschiere の著書 The Modernity of Witchcraft や H. Moore と T. Sanders の共編著書 Magical 
Interpretations and Material Realities をはじめとするこれらの研究は、モダニティに関わるものと
してグローバル資本主義やネオリベラリズム的政策といったマクロな政治経済的動向に着目し、
それと連動して生じているとされる社会的不平等や経済格差を、研究対象地の人々が呪術とい
かなる形で関連づけているかを明らかにしてきた（Geschiere 1998, Moore and Sanders (eds.)）。 
一方、「呪術とモダニティ」論が着目した政治経済的動向とならんで近年のマクロな動向とし

て無視できないのが、科学および科学的な価値観や考え方のグローバルな浸透である。たとえば
生物医学やそれに基づく西洋医療の地域社会への浸透は、国連で 2000 年に採択された「ミレニ
アム開発目標（MDGs）」や、その後継として 2015 年に採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」
に関わる施策の実施にともなって加速度を増している。とくに SDGs では「誰一人取り残さな
い」のモットーの下、世界のすべての人々が安全で効果的な医療を利用できるようにするとの目
標が掲げられ、生物医学や西洋医療の普及に関わる施策がこれまで以上に積極的に推進されて
いる。しかし、「呪術とモダニティ」論は、こうした状況下で各地の地域社会への浸透度を深め
ている生物医学や科学と呪術の関係には十分に目を向けてこなかった。 
他方で、「呪術とモダニティ」論では、往々にして「呪術＝社会的不平等や経済格差が生じて

いる必然性を説明するもの」といった分析が行われてきた。しかしその反面、呪術を理解するう
えで本質的とも言える「当事者たちは呪術をいかなる形でリアリティをともなったものとして
経験しているのか」という問いは、不問に付されてきた。 
 
２．研究の目的 
上の１．で述べた学術的背景を踏まえて、本研究では「呪術とモダニティ」論が取り上げてこ

なかった諸点に着目しようとした。それを問いの形で具体的に述べると次のようになる。生物医
学や科学の浸透下で、当事者たちは呪術をいかなる形でリアリティをともなったものとして経
験しているのか。その際、生物医学・科学はどのような波及効果を及ぼしているのか。これらが
本研究の核心をなす学術的問いである。 
この問いは本研究の「最終的な目的」とも換言できるが、そこで触れた「呪術のリアリティ」

は抽象的で漠然としており、直接研究対象とするには難がある。そこで、本研究では対象をより
具体的かつ明確にするために、「呪術の担い手（呪者）による施術の効果」に的を絞った。そし
て、施術が当事者たちにいかなる形で効果あるものとして受け容れられているのか（あるいは、
いないのか）を、民族誌的情報に基づき明らかにしようとした。同時に、施術の効果が経験され
る場において生物医学・科学がどのような役割を果たしており、いかなる波及効果を及ぼしてい
るのかを解明することも試みた。これが先の「最終的な目的」に迫るための、本研究の「より直
接的な目的」である。 
 
３．研究の方法 
（１）当初計画 

上の２．で述べた目的に迫るために、本研究では現地調査で得た民族誌的情報に基づ
き、呪者の施術が当事者たちの間で効果あるものとして受け容れられる（あるいは、受
け容れられない）プロセスやその社会的背景などを実証的に明らかにしようとした。こ
こで言う当事者たちには、呪者とそのクライアント、およびクライアントの付き添いを
はじめとしたその周囲の人々が含まれる。 

加えて、本研究では複数の事例の比較検討を通じて目的に迫ることを試みた。そのた
め、本研究では４名のメンバーが、表１に示したように三つの国の四つの地域に分かれ、
それぞれ個別に毎年度１回ずつ、各回約２週間の現地調査を実施する計画であった。こ
れら３カ国はキリスト教圏（ヴァヌアツ、フィリピン）と仏教圏（タイ）に大別できる
が、両宗教圏を対象とすることによって、調査で得た知見のキリスト教圏ないし仏教圏
における独自性、あるいは双方の違いを超えた普遍性を明らかにすることを意図した。
また、東南アジアとオセアニアに対象地域を限定することで、アフリカを主な舞台とし
て蓄積されてきた「呪術とモダニティ」論をはじめとする文化人類学的呪術研究の知見
を相対化することも考慮した。 

メンバーは各自の調査で、表１の「調査対象例」に挙げた呪者各２、３名とその施術
を中心的な対象とした聞き取りや参与観察を行う予定であった。また、各メンバーが調
査で得た情報は、毎年度２回開催する研究会の研究発表で取り上げ、ほかのメンバーと
共有するとともに比較検討の対象とする計画であった。 
 
 



表１ 本研究の研究組織 

氏 名 区 分 調査対象国・地域 調査対象例 

白川千尋 代表者 ヴァヌアツ・エファテ島 民間治療師の呪術的治療 

飯田淳子 分担者 タイ・チェンマイ県 仏教僧の呪術的治療 

川田牧人 分担者 フィリピン・セブ島 民衆キリスト教呪者の施術 

津村文彦 分担者 タイ・コーンケーン県 俗人治療師の呪術的治療 

 
（２）コロナ禍による計画変更 
 ところが、本研究の当初研究期間（2019～22 年度）の初年度に当たる 2019 年度の最終四半期
に、新型コロナウイルス感染症の世界的流行が勃発した。この不測かつ未曽有の事態にともない、
上の３．（１）で述べた当初計画は大幅な変更を余儀なくされた。 
もっとも大きな影響を受けたのは３カ国、４地域で実施する計画であった国外での現地調査

である。2019 年度には研究分担者の飯田が夏期休暇期間中にタイでの調査を実施できたものの、
春期休暇期間に実施予定であったほかのメンバーは流行の世界的拡大によって調査を行うこと
ができなくなり、2020 年度と 21 年度にはメンバー全員が実施できなかった。また、当初研究期
間の最終年度に当たる 2022 年度には飯田が、研究期間を延長した 23 年度には飯田と研究分担
者の津村がそれぞれタイでの調査を行うことができたが（ただし調査期間短縮などの制約有り）、
流行の影響が色濃かった国や地域では依然として調査の実施に際して種々の制約が残り、そう
ではない国・地域でも予定していたスケジュールや期間に沿って調査を行うことが困難であっ
た。このため、2022 年度と 23 年度の両年度においても調査を実施できないメンバーが複数出る
ことになり、とくに研究代表者の白川と分担者の川田は研究期間中に当初計画していたヴァヌ
アツとフィリピンでの調査を行うことがまったくできなかった。 
 こうした状況から、白川と川田は調査対象地を奄美地方などの日本国内に急遽変更し、流行が
下火となってから調査を行った。また、メンバー全員が、国外での現地調査に対する代替措置と
して文献やインターネットなどを通じた情報収集を実施することで、本研究に関係する民族誌
的および理論的知見の蓄積と深化に努めた。 
 
４．研究成果 
しかしながら、研究期間を１年延長し、上の３．（２）で述べたような方策によって想定外の

事態の打開を図りはしたものの、本研究の主柱であった国外での現地調査を当初計画どおり十
分に実施できなかった影響はきわめて大きく、研究開始前に想定していた研究成果を挙げるこ
とは（少なくとも本報告書執筆時点においては）残念ながら難しくなってしまったと言わざるを
得ない。ただし、不十分であるとは言え部分的に行うことができたタイや日本国内での現地調査
と、海外での現地調査に代わって実施した文献やインターネットなどを通じた情報収集からは、
今後、文化人類学的呪術研究を深化させてゆくうえで有意義な知見を少なからず得ることがで
きた。以下ではそれらの知見から主要なものとして５点を取り上げて簡潔に述べ、本報告書を締
め括る。 
 
（１）モノと感覚 
 まず、呪者の施術の場を対象としたタイや日本国内での聞き取りや参与観察からは、施術の場
で使われるモノとそれを通じて当事者の感受する感覚が、施術の効果が当事者にリアリティを
ともなったものとして受容される際にきわめて重要な役割を果たしていることが明らかになっ
た。 
たとえば分担者の津村が調査の対象とした東北タイのリシと呼ばれるバラモン系の呪者によ

る、古代バラモン隠者の仮面を信者の頭にかぶせて呪力を補填するコープシアン儀礼の場合、仮
面というモノと、その頭部への接触やリシによる呪文の詠唱と吹きかけ、儀礼が行われる場の騒
然とした雰囲気などを通じて信者が感受するさまざまな感覚に触発されることによって、信者
は身体の震えや筋肉の硬直を経験したり、異言の発話や特定の神的存在の憑依を意味するジェ
スチャー表現などを半ば無意識的に行ったりする。モノと感覚による触発を通じてこうした非
日常的な事態が現出することが、呪力の補填という儀礼の効果がリアリティをともなったもの
としてコープシアン儀礼の当事者たちに受容されるプロセスにおいては重要である。また、儀礼
に参加する複数の信者の誰もが異言を発したり、憑依状態に陥ったりするわけではなく、非日常
的な事態が一様には現出しないというある種の不確実性も、儀礼の効果の受容を理解するうえ
では看過できない。 
 
（２）感覚と行為の受動性 
 上の４．（１）で述べたように、東北タイのコープシアン儀礼に参加する信者たちは、自ら意
図せずして身体の痙攣や筋肉の硬直を経験してしまったり、異言の発話やジェスチャー表現を
してしまったりする。これらの身体感覚や行為は当事者による主体的なものではなく、受動的な



ものである。 
また、代表者の白川と分担者の川田が対象とした奄美地方のシャーマンであるユタの調査で

は、ユタがその施術の場において自然に口をついて出る言葉やカミサマと呼ばれる神的存在か
ら預かった言葉を多用していることが明らかになった。これらの言葉はユタやそのクライアン
トの間において、「カミサマに語らされた」言葉や「カミサマから預かった」言葉と捉えられて
いる。この表現にも端的に表れているように、そこには主体的な語りというよりもむしろ受動的
な発話としての色彩が色濃く認められる。これは、「カミサマのメッセージをクライアントに仲
介する者としてのユタ」というこの地方のユタをめぐる社会的認識とも符合する特徴である。 
 呪者の施術の場でしばしば認められる感覚や行為における以上に述べてきたような受動的な
側面は、施術の効果がリアリティをともなったものとして受容されるプロセスにおいて見落と
すことのできないファクターであると考えられる。 
 
（３）言葉 
 ただし、東北タイのコープシアン儀礼においてさらに留意する必要があるのは、信者の経験す
る身体の震えや筋肉の硬直、異言の発話、憑依といった非日常的な事態が、呪力の補填との関連
で位置づけられているという点である。つまり、わけのわからない音声を発することが異言の発
話として、動物のような振る舞いをすることが神的存在の憑依として捉えられているというこ
とである。これは、より分析的に言えば、非日常的な事態が「異言」や「憑依」といった概念の
下に、あるいは「異言の発話」や「神的存在の憑依」といった物語の下に言語化されているとも
言える（概念や物語の語については、野矢の相貌論における用法を念頭に置いて使用している
（野矢 2016:201-212））。こうした概念化や物語化の機序において言葉はきわめて重要な位置を
占めている。この点で、コープシアン儀礼に参加する信者たちに現出する事態が「異言の発話」
や「神的存在の憑依」として捉えられ、呪力の補填との関連で位置づけられるプロセスを適切に
理解するためには、先に４．（１）で取り上げたモノや感覚とならんで言葉の役割にも注目しな
ければならない。 
 同じことは白川と川田が調査の対象とした奄美地方のユタの例にも該当する。先に４．（２）
で触れたように、ユタの施術の場では自然に口をついて出る言葉やカミサマと呼ばれる神的存
在から預かった言葉が多用される。こうした言葉は「カミサマに語らされた」言葉や「カミサマ
から預かった」言葉として言語化されることを通じて、そのようなものとしてユタやクライアン
トなどに受容されている。 
 以上のような言葉の役割は、呪者による施術の効果が複数の当事者たちの間で社会的に共有
されてゆくプロセスにおいてはとりわけ重要である。言葉によって言語化されることで、モノな
どを介して当事者が感受する感覚は、その直接の当事者自身に概念化・物語化されるとともに、
その周囲の関係者たちにもそのようなものとして共有される。さらには、施術の場という限られ
た空間や時間を超えた時空の広がりのなかで複数の人々に共有されてゆく可能性をはらむもの
ともなってゆく。 
 
（４）生物医学的・科学的言葉 
 一方、本研究では、上の４．（３）で取り上げた言葉のなかでは呪術的・宗教的な概念や物語
だけにとどまらず、生物医学的・科学的なものもまた頻繁に用いられていることが明らかになっ
た。たとえば分担者の飯田が調査の対象とした北タイの治療師や、白川と川田が調査の対象とし
た奄美地方のユタは、施術の場で生物医学や科学に由来する概念や用語なども使用しながら、ク
ライアントやその付き添いなどの関係者に対応していた。そのような生物医学的・科学的な概念
などは、生物医学者や科学者の視点からみれば生物医学や科学とは似て非なるもの、いわば疑似
科学的な側面をもつものと捉えられる可能性も有するものである。この点で、それは施術を行う
呪者の生物医学や科学に対する独自の理解や認識（生物医学観、科学観）に裏打ちされたものと
も言えよう。 
 施術の場における以上のような生物医学的・科学的な言葉の用いられ方には、主として二つの
傾向が認められた。一つは、呪者がクライアントなどに対して解釈や説明を行う際に、それを補
強するような形で生物医学的・科学的な概念などを用いるというものである。これは、生物医学
的・科学的な言葉に依拠することで、呪者が自説をクライアントの受け入れやすい形に概念化・
物語化しているものと捉えることができる。 
もう一つは、自身の解釈や説明を生物医学的・科学的なものと対置させる際に、これらの概念

などを用いるというものである。つまり、生物医学的・科学的な概念などでは捉えきれないもの
ごと、たとえば神的・霊的存在やそれらの所業などが、生物医学的・科学的な言葉が用いられる
ことによって対抗的に浮き彫りにされるのである。それによって、生物医学を駆使する医師の対
応する領域の埒外にあるものごとの存在と、そうしたものごとにも対応し得る呪者の施術の独
自性や存在意義が示されているとみることができる。 
 
（５）臨床と非臨床 
 以上の４．（１）から（４）で述べてきた諸点は、いずれも呪者による施術の場において看取
することのできたものである。この施術の場を仮に呪術の「臨床」と呼ぶならば、そこから離れ
た時空間において呪者が自らの知識や技術を説明したり、クライアントをはじめとした呪者以



外の人々（非呪者）が呪者やその知識・技術を評価したりするといった場も想定できる。これを
先述の「臨床」に対して「非臨床」と呼び、以上の「呪者／非呪者」と「臨床／非臨床」を
組み合わせると、表２のようなマトリクスが得られる。先に（１）から（４）で述べた
諸点はいずれもこの表の①と②に該当することがらである。そこ（呪術の「臨床」）で
は、モノ、感覚、言葉が重要な役割を果たしている。 
 

表２ 呪術の臨床と非臨床 

 呪  者 非 呪 者 

臨 床 ① ② 

非臨床 ③ ④ 
 

しかし、呪者による施術の効果が社会的に受容される際には、「臨床」におけるそれ
らのファクターの働きだけでなく、「非臨床」における呪者や非呪者をめぐる動向にも
注目する必要がある。本研究では、施術の効果の受容に際して、表２の③や④に該当す
ることがら、具体的には呪者とその施術に関する呪者自身や非呪者の説明、解釈、評価
といった「非臨床」における言葉も、当事者たちによって参照されていることが確認で
きた。それらの言葉には、呪者やクライアントなどが著した冊子や書物などはもとより、
しばしば画像をともなって SNS などを通じて電子空間に流布されるさまざまなテキス
ト情報なども含まれる。これら「非臨床」の言葉が「臨床」でも参照されることで、あ
るいは「臨床」から離れた時空間において「臨床」の経験と照合されることで、呪者に
よる施術の効果はリアリティをともなったものとして社会的に共有される場合が往々
にしてあることにも十分留意しなければならない。 
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